伝送便500号によせて。

　たたかって時代を変えよう

郵政ユニオン長崎、中島義雄

①、

伝送便500号、おめでとうございます。

　42年をかけて達成されたこの数字はすばらしく、編集部のご努力に、敬意を表します。とはいっても、労働者の願いの道は、まだ半ば。伝送便には全国の労働者の希望の星であり続けられることを祈念します。

②

[image: image1.jpg]


　伝送便が創刊された1978年ころの私は、全逓が誇りでした。当時は「権利の全逓」と呼ばれ、腕章と全逓ジャンパーが当たり前の日常でした。無論、たたかいには刑事弾圧や行政処分がつきものでしたが、私たちはそれを「処分は労働者の勲章」（「全逓長崎中央支部の支部史」から）として、苦境を乗りこえてきました。ところがその全逓が、1978年の春闘で、刑事弾圧回避を口実に統一ストから脱落し、その後、協調派へと転落します。

　その混乱のなかの1978年6月10～11日、危機を共有する全国9地区の22名の全逓労働者が大阪の国労会館に集まり、全逓活動家連絡会をつくり、機関誌「伝送便」を創刊します。これが私たち郵政ユニオンの源流です。たたかいの一粒の種が、このときにまかれたのです。当時の私のメモによれば、全逓長中支部300名では、伝送便の読者が80名おり、この仲間の力で支部もたたかえたし、40年後の長﨑のいまがあると感じています。
③、

　ふりかえれば、その伝送便の3号に、私は編集部の依頼で「提言」＝「労使安定帯を左から突破する闘いへ！」という一文を投稿しました。そのなかで私は「55年体制崩壊後の国家再編の一本の糸は、日経連の労使安定帯構想で、それを労組側から支えるものがJC（のちの連合）の協調路線だ」と批判しました。当時の私は30代前半でしたが、その思いにはいまも変わりありません。

　全活連はのちに郵政全協と名前を変えながら伝送便も続きますが、結成10年目にして正念場を迎えます。国労10万人首切り（第2のレッドパージ）などで、総評が解体され連合が発足し、全逓が協調派労組として、これに加盟したのです。1989年11月21日でした。支部や長崎全協にはさまざまな議論はありましたが、私たちは反連合・全労協の独立労組を選択しました。この決断の起点はこの提言にあったと思います。
④、

　今年、2020年は「空想から科学への社会主義の発展」を書いたエンゲルの生誕200年です。この本で彼はマルクス主義を世界に広めたとされますが、このなかで「プロレタリア革命＝諸矛盾の解決。これで人は真の自由を獲得する。この世界解放の事業をなしとげることは、近代プロレタリアートの歴史的使命である」と書き、世界中の労働者に希望を与え、指針を示します。
　世界史のなかでフランス革命はなぜ起きたのか。アメリカ独立宣言はどういう思想で書かれたのか。ロシア革命はなぜ起きたのか。また大戦後のイタリアでなぜ王制が倒れ、世界一の共和国憲法ができたのか。などなど、これらの個別の歴史をみるまでもなく、時代は一部の反動を起こしつつも、一本の道で流れています。その道はなにか。それは、社会の下層階級である多数派の手によって、社会変革がなされてきたという史実です。

現代です。資本主義が貧困と格差を必然的に生む体制である以上、これは変えなければ、働く人の明るい未来はありません。その思いは人々の多数派であり、労働者こそが社会の主人公なのです。

⑤、

　人類の歴史は100年を1世紀と呼び、またその世紀も約30年を一周期として、時代を転換させます。具体的には1が支配の時代。2がたたかいの時代。3が協調の時代で、この3つを周期的にくり返します。

　日本でいうなら、戦前の戦争の時代は支配の時代でした。そして敗戦と戦後。1945年から多くの労組ができ、たたかいの時代が始まります。しかし70年代に総評もスト権ストなどで敗北し、1989年に連合にとってかわられ、以降、協調の時代へと転換します。

　以来30年、日本は非正規雇用時代となり、耐え難いまでの厳しい労働環境で、貧困と格差は極限状態にあります。この理由はたたかわない労組に、資本は一歩たりとも譲歩しない。これが現実の証なのです。

　この社会的な矛盾を人の正義に照らし物事を考えてたたかう。その運動が抵抗権と階級闘争の論理です。現実的にはいまたたかわれている新自由主義に対する1％運動や反緊縮運動や職場の抵抗闘争などがそれです。そこで希望観測的にいえば、90年代から協調が30年続いたあとの2020年代です。次はたたかいの時代となる、と信じます。
⑥、

そこでいま、私たちに問われているのはなにか。

時代の転換期には、時代変革への新しい意識に自己を変える決断が必要です。伝送便創刊の70年代は、まさにそのときであり、資本と連合の協調主義の流れ（没階級の攻撃）に抗してたたかう労組が必要で、私たちは決断しました。その結果、いま私たちの目の前にあるのは、非力ながらも伝送便と郵政ユニオンです。私たちはこれで次に挑む。今がそのときです。まさに歴史的快挙といえる伝送便500号を飛躍点として全国でたたかう。その原点は現場労働者の自己変革です。

⑦、
　人類世界最古の文書である聖書や世界人権宣言には、人は生まれながらにして平等であり、自由と尊厳の権利を持つ、と書かれています。私はそれを信じます。

たたかいこそ、時代を変える唯一の手段です。

たたかえば、未来は私たちのものです。

その思いで、ともにがんばりましょう。

この言葉を全国の伝送便の読者に送ります。
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